
 

 

 

 

 

 

 

 

★ 会長の時間 ： 古内一二 

前回は「滋賀県の近江商人」の話をさせていただきましたが、今回は「滋賀県」つながりで「叶匠寿庵」

と言う和菓子店の話をしたいと思います。お菓子と言えば、当然地元の名店「さいとう製菓」となりま

すがここではまず一旦おいといて。 

私が何故この店に興味を持ったかと言うと、パナソニックの本社は大阪の門真にありますが、多くの工

場や関連会社は滋賀県の大津にあります。その関係で、会社の人達がよく手土産に「叶匠寿庵」のお菓

子を持って来てくれます。それで聞いてみたんです「いつもこのお菓子 大変美味しく頂いております

が、これは会社からですか、貴方からですか？」すると「会社からです」と言うので、何でいつもこの

お菓子なのだろうと思い、ちょっと調べてみました。すると店舗数８０店舗、売上高６４億、従業員数

６２０名、という一流の和菓子会社でした。 

創業者は芝田清次と言う方で、昭和３３年３９歳の時、市役所をやめ、家族の反対を押し切り、今まで

に経験もない菓子作りを友人の菓子職人から 10日間だけ教わっただけで起業したそうです。 

 当然売れる訳もなく、相当苦労をなさったようです、来る日も来る日も琵琶湖のお寺に来る観光バスの乗 

客に向かって「お菓子いりませんか」「買ってくれませんか」と毎日売り歩いたそうです、そんな日々が

続いたある日、店の前に立派な外車が止まり、運転手さんが後部座席のドアを開け、おりて来られた人物

が、伊藤忠商事を１兆円規模の商社に導いた５代目社長の越後正一氏です。「この間、知人からあんたん

ところの最中頂いただいて、なんともいえん粋なあじわいに関心しました」と５万円分のお菓子を買われ

たそうです。その後も、越後氏の口コミもあり政界、経済界の知人の来店で多いときは、１０台以上の外

車が店の前にならぶことまであったそうです。そして松下幸之助の奥さまも、お茶会の席で利用するよう

になったそうです、これが会社が選ぶ理由になったのかもしれません。  

芝田氏は商売に対しては、馬鹿が付くほど実直で、信条は、礼儀・行動・言葉の三つだそうです。 

つまり心の正しさと、行動の正しさと、言葉づかいの正しさが大事だということです。 

こうした人生観もあり、味はもとより、叶匠寿庵は越後氏はじめ、多くの著名な方々ら愛され、支持され 

たのではないでしょうか。あらためて人との出会い、商売の真面目さを感じさせて頂きました。 

           

            ◆◆◆   幹事報告  ◆◆◆ 

 

１ ガバナー事務所より 

・ ポリオ根絶ポスター作成協力のお願いが届いています。 

   対象 会長の「あと少し」ポーズの写真データー 締め切 8/31 

・ インターアクト年次大会２０２２参加へのお礼状が届いています。 

・・・ 例 会 記 録 ・・・ 

           ８月第３週例会 ２０２２年 ８月１８日（木）  

ソ ン グ ： それでこそロータリー   ボックス ：１８，０００円  （報告者 熊谷雅也会員） 

本日出席率 ： ５１．４３％ 前回修正後６０．００％（ﾒ―ｸｱｯﾌﾟ４名）   (報告者 新沼福三会員） 
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2022～2023 年度 

大船渡西ロータリークラブ会報 



 

２ 小山第三分区ガバナー補佐より 

  ロータリーデー開催予定日・時刻・場所等をお知らせくださいとの連絡あり 締め切 8/30 

３ 花巻北ロータリークラブより  創立５０周年記念誌が届いています。 

４ いわてお見合い大作戦三陸気仙の花嫁実行委員会より  

   参加男性を２名推薦のお願いが届いています。 締め切 8/30 

 

 

          ◆◆◆   本日のプログラム  ◆◆◆ 

             青少年奉仕アワー：年次大会参加報告   

                         

★高木久子青少年奉仕委員長  

   ８月８日仙台の尚絅学園学園高校で行われた IA年次大会での東高校の発表内容をご覧いただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農芸科学科  機械電気科 

情報処理科  食物文化科 

 

 

 

 

私たちの高校は、平成２０年に近隣の専門高校が統合してできた、４つの学科がある総合的な専門高校です。 

本校のインターアクトクラブは 統合以前からの活動から数えて、２０２２年度で４９周年を迎えます。 

 

 

 



 

２０２２年度の活動を紹介します。 

 

今年度も 活動が少なくなっていますが、写真をまじえながら紹介します。 

 

6 月には、警察署前 花壇整備を行いました。 

これは毎年行っている活動で、ロータリークラブの 

方、警察署の方、たくさんの方々と交流できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月には本校の吹奏楽部と太鼓部の発表会があり、インターアクトクラブが司会進行や受付・案内を担当し

ます。 

また、東南アジアの子どもたちのために、現地の言葉のシールを絵本に貼るボランティア活動をします。 

この活動も、長年継続している活動です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校の文化祭である「東高祭」では、インターアクトの活動を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月には献血の広報活動を行います。 

年末には、歳末助け合い募金活動をおこない、社会福祉協議会に募金を届けます。 

 



 

コロナウイルス感染症が流行る前の活動も紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月には、鯉のぼり子どものつどいや緑の募金活動、12 月には福祉施設との交流も兼ねたクリスマス会もあ

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校での定例会も年に数回実施していました。 

ロータリークラブの例会に参加し、活動報告もしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今はまだコロナ禍で、人との交流活動に制限がありますが、校内の花壇整備や地域の清掃活動、 

海水浴場の清掃活動など 地域の環境を守るために自分たちのできる範囲で活動していきたいと思います。 

 


